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´転車点検乞実施
10月 29日 (水 ),財団法人自転車産業振興協会・日本自転車軽自動車商協同組合

連含会 。自転車商協同組含様のご協力をいただき,無料で通学用自転車点検を行いま

した。4名 の方が来校 し,生徒の自転車を一台―台丁寧に点検 してくださいました。

点検の結果,修理等の整備が必要な自転車については,生徒に連絡をしております

ので,各ご蒙庭におけて,お近くの自転車店で整備をお願いいたします。

なお,当 日不在だつた生徒の自転車については,お手数ですが,各 ご家庭において ,

お近くの自転車店で点検くださるようお願いいたします。

今後とも,生徒の自転車通学時の安全確保にご協力をお願いいたします。校長 阿久津 聡

先月末,県の新人体育大会が行われました。本校は,体操部が優勝,ソ フ トボール

部が準優勝,陸上部男子が総合 5位 ,そ してサッカー部が堂々ベス ト8に入賞するな

ど,大活躍をしました。これも日頃の練習,そ して保護者の皆様のご支援の賜物と感

謝いたします。

また,本校の文化的活動においては,10月 25日 (上 )の「含唱コンクール」でど

のクラスも素晴らしい歌声を発表できました。特に 3年生はどの学級も素 8青 らしく,

金賞受賞の 3年 2組は学校の代表として,11月 15日 (土 )に水戸芸術館で開催され

る「水戸市中学生合唱の祭典」に参加します。是非,赤塚中の代表として,素敵なハ

ーモニーを間かせてほしいと悪います。

さらに,11月 1日 (土 )の河禾□田の水戸市社会福71L事業国「愛パーク祭」では,

本校吹奏楽部が初めて特設ステージで演奏を披露し,好評を得ました。さらに展示会

場では本校生の書道,絵画,被服等の優秀作品が展示され,地元見学者が多数見入つ

ていました。

10月 31日 (金 )に は生徒総会がありました。 ttlS」 の各専門委員会の活動計画報告

の他,各学級のいじめ防止スローガンの発表がありました。そして,それらに関する

熱心な質疑応答がありました。本校の自治的意識が徐々に育ちつつあると感じていま

す。今後,生徒会主催の「いじめ解決フォーラム」も予定されています。生徒たち自

身がいじめをどのように捉え,解決しようとしているのか注目しています。

学習面では,11月 5日 (水 )に 3年生の学力診断テス トが実施され,今月末には

全学年とも期末テス トが予定されています。基礎基本の充実に向けた補充学習や質問

の 8寺 間も設けています。今後とも一人一人の進路選択の幅が拡がるよう学校としても

努力していきます。

今週実施する三者面談では,学習や生活の様子や今後の課題などを担任とじつくり

話し含つていただきたいと思います。よろしくご協力をお願いします。

10月 30日 (木 ),全生徒及び保護者を対象

として, PTA校 外生活委員会によるケータイ
。ネット安全講習会が開催されました。

茨城県メデ ィア教育指導員を講師にお招き

し,携帯電話やインターネットの利便性の裏に

潜む危険性や情報モラル等について分かりやす

くお話をいただきました。

ご蒙庭におきましても,携帯電話やインター

ネットの使い方やマナーなどについて,是非 ,

話 し合いの機会を持つていただきますようお願

いいたします。

2月の主な予定
11月 11日 (火)～ 18日 (火)   三者面談

13日 (木)          県民の日 (休業日)

14日 (金)          2年  柔道着販売, PTA役員選者委員会

15日 (日 )          水戸市含唱の祭典

19日 (水)          そば打ち体験教室 (P tt A)

20日 (本 )・ 21日 (金)   期末テス ト

26日 (水 )・ 27日 (木)   2年  職場体験

27日 (木)          1年  水戸探訪

12月  5日 (金)          授業参観・懇談会, PTA実行委員会

8日 (月 )          2年  貧血検査

11日 (本)          クラスマッチ (予備日12日 (金 ))

24日 (水)          第 2学期終業式

J……馬に一馳一息ありて而して恒に健 し    ……―……………………………………………
1
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